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七白 徊丿泗 趾 詐

秋田県町村議会議員研修会

全県の議員が一堂に会し研修会を行いました。

汀
り
Ｉ

ト
川

川
」

教育産業建設常任委員会FI現場視察

決算特別委員会で話題となった森林科学館の現場視察

を行いました。

副
委
員
長

委
　

員

山 水 笠 嶋

委

員

長

門

本 木 原 津 脇

優 壽 吉 宣 直

人 保 範 美 樹

●

請
会

広
報
編
集
特
別
百
一
雲

(7月～9月)
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秋田県町村議会広報研修会

よりよい議会だよりにするため、広報編集委員６名で

研修を受けてきました。
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総務民生常任員会　現場視察

決算特別委員会で話題となった社会福祉

協議会の現場視察を行いました。

稲
の
収
穫
期
だ
が
雨
が
続
き
、
目

毎
に
寒
く
な
っ
て
ス
ト
ー
ブ
が
欲
し

い
昨
今
で
あ
る
。

９
月
議
会
は
前
年
の
決
算
を
審
議

す
る
議
会
で
あ
る
が
、
全
議
案
を
可

決
し
て
終
え
た
。

。
般
質
問
に
は
５

名
が
逞
っ
た
。
年
丿
回
の
機
会
し
か

な
い
こ
の
一
般
質
問
は
議
員
の

。
番

大
切
な
使
命
と
思
っ
て
い
る
が
、
当

川
か
ら
満
足
す
る
回
答
を
引
き
山
す

こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
。
今
秋
予
定

の
研
修
や
視
察
な
ど
で
更
に
見
聞
を

広
め
、
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
残
り

の
任
期
を
全
う
し
た
い
。

さ
て
、
国
会
は
突
然
の
解
敞
総
選

挙
と
な
り
、
新
党
へ
の
結
集
や
分
裂

な
ど
と
、
北
朝
鮮
問
題
よ
り
人
き
く

辿
日
ニ
ュ
ー
ス
の
ト
ッ
プ
を
賑
わ
し

て
い
る
。
何
を
考
え
ど
ん
な
国
に
し

た
い
の
か
、
焦
点
も
よ
く
分
か
ら
な

い
選
挙
で
は
あ
る
が
国
民
の
権
利
を

行
使
し
て
い
い
国
に
し
な
く
て
は
。

（
記

鴫
辞
宜
笑
）

-

編

集

後

記

¬

に汐
.･ !2

|さっぽう
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●
物
品
の
取
得

○
物
品
名

菌
生
し
い
だ
け
ホ
ダ
倍

養
用
コ
ン
テ
ナ

○
金
額

1
2
6
9

万
５
ｄ
０
０

円○
契
約
の
相
手
方

幸
和
機
械
株
式
会
社
峰

浜
営
業
所

営
業
所
所
長

わ
め
補
修
工
事
費
、
財
政
　

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

調
整
基
金
積
立
金
の
追
　

補
正
予
算
（
第
１
号
）

日

口

Ｑ

力●
平
成
2
9年
度
八
峰
町
国

民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）ｊ

０
０
５
万
４
千
円
を

迫
加
補
正

主
な
歳
出
…
基
金
積
立

金
や
過
年
度
精
算
に
よ
る

国
・
県
へ
の
返
還
金
等
の

平
滓
金
義
　

追
加

●
平
成
2
9
年
度
八
峰
町
一

般
会
計
補
正
予
算

（
第
３

号
）２

億
2
9
1
9

万
円
を

追
加
補
正

主
な
歳
出
・：
庁
内
Ｌ
Ｇ

Ｗ
Ａ
Ｎ

メ
ー
ル
サ
ー
バ
ー

構
築
等
に
伴
う
電
子
計
算

費
、
大
沢
・
塙
地
区
の
地

デ
ジ
放
送
共
聴
施
設
改
修

補
助
金
、
ふ
れ
あ
い
橋
さ

（
沼

田
　

再

任

）

災害復旧関係補正予算が可決（豪雨により氾濫した夏井川）

な
お
、
議
案
に
つ
い
て

は
全
会
一
致
で
可
決
・
同

意
し
ま
し
た
。

採

択

さ

れ

た

陳

情

●
地
方
財
政
の
充
実
・
強

化
を
求
め
る
意
見
書
提
出

●
平
成
2
9年
度
八
峰
町
介

護
保
険
事
業
勘
定
特
別
会

計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

3
7
5
9

万
７
千
円
を

追
加
補
正

主
な
歳
出
・：
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
、
過
年
度
精
算
に
よ

る
国
県
へ
の
償
還
金
や
一

般
会
計
操
出
金
な
ど
の
追

加●
平
成
2
9
年
度

八
峰
町
営

に

つ
い
て
の
陳
情

（
連
合
秋
田
能
代
地
域
協

議
会
　

議
長
　

鎌
田
守
）

内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣

官
房
長
官
、
財
務
大
臣
、

総
務
大
臣
、
内
閣
府
特
命

担
当
大
臣

（
経
済
財
政
政

策
担
当
、
地
方
創
生

・
国

家

戦

略

特

別

区

域

担

当
）

、
経
済
産
業
大
臣
に

意
見
書
を
提
出

●
全
国
森
林
環
境
税
の
創

設
に
関
す

る
意
見
書
採
択

に
関
す
る
陳
情

（
全
国
森
林
環
境
税
創
設

促
進
議
員
連
盟
　

会
長

板
垣
一
徳
）

衆
議
院
議
長
、
参
議
院

議
長

、
内
閣
総
理
大
臣
、

総
務
大
臣
、
財
務
大
臣
、

経
済
産
業
大
臣
、
農
林
水

産
大
臣
、
環
境
大
臣
に
意

見
書
を
提
出

不
採
択
と
な
っ
た
陳
情

●
共
謀
罪
（
組
織
犯
罪
処

罰
法
）
の
廃
1
1
:
を
求
め
る

1
5
3
8

万
５
千
円
を

追
加
補
正

主
な
歳
出
・：
水
沢
橋
添

架
水
道
管
補
修
工
事
、
簡

易
水
道
基
金
積
立
金
及
び

消
費
税
納
付
金
の
追
加

●
平
成
2
9年
度
八
峰
町
公

共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

（
第
２
号
）

1
3
7
6

万
１
千
円
を

追
加
補
正

主
な
歳
出
・：
浜
田
マ
ン

ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
制
御
盤
修

繕
料
、
八
森
浄
化
セ
ン
タ

ー
機
械
・
電
気

設
備

改
築

更
新
工
事
費
及
び
一
般
会

計
へ
の
操
出
金
の
追
加

●
平
成
2
9年
度
八
峰
町
漁

業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

２
１
３
万
５
千
円
を
迫

加
主
な
歳
出
・
二

般
会
計

へ
の
操
出
金
の
迫
加

●

平

成
2
9
年

度

八

峰

町

合

併

処

理

浄

化

槽

事

業

特

別

会

計

補

正

予

算

（

第

１

号

）５

６

万

８

千

円

を

追

加

補

正主

な

歳

出
・
・・

．
般

会

計

へ

の

操

出

金

の

追

加

●
平
成
2
9年
度
八
峰
町
営

診
療
所
特
別
会
計
補
ｆ
予

算
（
第
２
号
）

２
４
０
万
円
を
追
加
補

●
平
成
卯一
年
度
八
峰
町
農
　

正

業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
　
　

主
な
歳
出
・：
医
薬
材
料

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
　
　
費
の
追
加

２
２
４
万
３
千
円
を
追

加
補
正
　
　
　
　
　
　
　
　

●
平
成
如一
年
度
八
峰
町

．

主
な
歳
出
：
△

般
会
計
　

殷
会
計
補
正
予
算
（
第
４

へ
の
操
出
金
の
追
加
　
　
　

号
）

｀ ４

意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の

陳
情

（
能
代
市
平
和
委
員
会

代
表
委
員
　
北
川
智
彦
、

新
日
本
婦
人
の
会
能
代
支

部
　

支
部
長
　

相
場
洋

子
、
治
安
維
持
法
犠
牲
者

国
家
賠
償
要
求
同
盟
能
代

山
本
支
部
　
支
部
長
　
塩

谷
啓
一
、
平
和
で
豊
か
な

能
代
を
作
る
市
民
懇
話
会

代
表
世
話
人
　
吉
田
瑞

穂
）不

採
択
の
理
由
…

国
際
的
に
テ
ロ
等
の
犯

罪
が
増
え
る
中
、
我
が
国

に
お
い
て
も
そ
れ
を
防
止

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
判
断
し
た
た
め

※
陳
情
３
件
と
も
全
会
一

致
で
決
定
し
ま
し
た
。

弩
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９

月

定

例

会

は

９

月

６

日
（
水

）
か

ら
1
5
日
（
金

）
ま

で

の
1
0
日

間

開

催

さ

れ

、

平

成
2
8
年

度

一

般

会

計

及

び

特

別

会

計

決

算

や

補

正

予

算

等

が

上

程

さ

れ

た

ほ

か

、

陳

情

３

件

を

審

議

し

ま

し

た

。

一

般

質

問

尹

は

、

５

人

が

登

壇

し

、

町

政

を

た

だ

し

ま

し

た

。

３
３
３
万
６
千
円
の
追

加
補
正

主
な
歳
出
…
豪
雨
に
よ

る
災
害
復
旧
に
係
る
測
量

設
計
業
務
委
託
料
等
の
追

加●
八
峰
町
沢
目
財
産
区
管

理
委
員
の
選
任

小
林
信
夫
氏
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２ ８ 年 度 一 般 会 計 及 び 各 種 特 別 会 計 の 決 算 に つ

数 多 く の 質 問 が 出 ま し た
． 抜 粋

し て お 知 ら

¶

―

－月 轟､､、

問
　

湯
っ
こ
ラ
ン
ド
の
使

用
は
ど
れ
く
ら
い
可
能
か
。

答
　

ポ

ン
プ
等
の
機
械
関

係

は
５
８
６
年
は
使
用
可

能
と
思
わ
れ
る
が
、
建
物

や
屋
根
な
ど
の
老

朽
化
等

に
よ
り
大
規
模
改
修
が
予

想

さ
れ

る
。
今
後
の
判
断

に
よ

る
。

問
　

結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
は

町
で

は
な
く
、
県
の
結
婚

サ
ポ
ー
タ

ー
な
の
か
。
ま

た
、
効
果
が
現
れ
て
い
る

の
か
。

答
　

秋
田
県
な

ど
が
設
立

し

た
あ
き
た
結
婚
支
援
セ

ン
タ
ー
か
ら
認
定
さ
れ
た

結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
る
。

普
段

は
結
婚

支
援
セ

ン
タ

ー
か

ら
の
婚
活
事
業
等
の

連
絡
を
受
け

、
独
身
者
等

■　■　－〃･　　”
〃

～･
－～･〃 ／　　 ご　 ’・

liは（湯つこランド）

交 ｜ サ で る 行 の 促 に
換 の ポ は が つ 活 す 参
の 情 ｜ 結　 ｀ て 動 な 加
場 報 夕 婚 町 い を ど を

老朽 化 の対策

て
お
り
希
望
の
相
手
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
し
て
く
れ

る
の
で
、
こ
れ
ま
で
１
。

０
０
０
人
を
超
え
る
成
婚

実
績
が
あ
る
。
た
だ
、
町

の
登
録
者
は
４
名
の
み
に

留
ま
っ
て
い
る
た
め
、
登

録
者
を
増
や
す
取
り
組
み

を
考
え
て
行
き
た
い
。

問
　
障
が
い
者
の
就
労
支

援
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
か
。

答
　
就
労
に
つ
い
て
は
秋

田
県
能
代
山
本
障
害
者
就

業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

が
県
よ
り
委
託
を
受
け
て

行
っ
て
お
り
、
町
と
連
絡

を
密
に
し
情
報
を
共
有
し

て
い
る
。
年
２
回
の
運
営

を
年
に

Ｉ
　
　
協
議
会
に
よ
り
支
援
学
校

度
設
け
て
　

の
卒
業
生
に
つ
い
て
の
進

い
る
。

登
録
者

は
全
県
で

２
千
人
近

－

溥
濯
ラ
ン
ド
ご
剛
剛
剔
叫－

く
登
録
し

い

る

○

問
　
峰
浜
地
区
子
ど
も
園

の
あ
り
方
検
討
会
の
検
討

内
容
は
。

答
　
出
来
る
だ
け
早
く
統

合
し
、
認
定
こ
ど
も
園
へ

移
行
す
る
答
申
を
受
け
て

い
る
。
現
在
あ
る
子
ど
も

園
の
改
修
よ
り
も
、
峰
栄

館
付
近
に
新
設
で
子
ど
も

園
を
建
て
る
意
見
が
出
て

問
　
ナ
ラ
枯
れ
が
目
立
つ

よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
ど

う
す
る
の
か
。

答
　
ナ
ラ
枯
れ
は
、
発
生

し
て
か
ら
３
年
目
が
一
番

拡
大
す
る
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
町
は
そ
の
３
年
目

に
な
っ
て
い
る
。
や
は
り

今
年
に
な
っ
て
爆
発
的
に

拡
大
し
て
い
る
が
、
秋
の峰浜地区子ども園のあり方が問われる

路
な
ど
が
紹
介
さ
れ
る
。

ま
た
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

は
障
が
い
者
の
た
め
の
相

談
に
も
応
じ
て
い
る
。

拡
大

が
お
さ
ま
っ
た
頃
を

見
計

ら
っ
て
被
害
状
況
を

取
り
ま
と
め

る
予
定
。
ナ

ラ
枯
れ
と
な
っ
た
老
齢
木

は
切

ら
ず
に
放
置
し

て
も

枯
死
か
ら
１０
年
経
過

す
る

と
ナ
ーフ
は
再
生
す

る
と
言

わ
れ
て
お
り
、
男
鹿
市
で

は
伐
採
し
な
い
と
聞
い
て

い

る
。
し
か
し
、
県
か
ら

は

「
防
除
対
策
を
実
施
す

れ
ば
補
助
金
を
交
付
す
る
」

と
聞
い

て
い

る
の
で
、
防

除
方
法
等
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

古
フ
枯

れ
被
害
木
の
所
有

者
特
定
と
、
同
意
が
前
提

と
な
る
と
考
え
て
い

る
。

問
　
町
営
住
宅
の
老
朽
化

に
伴
い
修
繕
費
用
が
増
加

す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
ど
の

様
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
最
も
古
い
住
宅
は
築

3
0年
を
経
過
し
、
あ
と
数

年
で
木
造
住
宅
の
耐
用
年

問
　
防
災
無
線
の
利
用
範

囲
は
。

答
　
防
災
に
関
す
る
情
報

の
ほ
か
に
、
町
の
行
事
や

関
係
団
体
の
情
報
も
放
送

し
て
お
り
、
今
後
も
そ
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
き
た

～

Ｏ

し
数

（
3
5年
）

を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
る
。

団
地
毎
で
入

居
者
全
員
の

同
意
が
得
ら

れ
れ
ば
払
い

下
げ
が
可
能

で
あ

る
た
め

そ
の
可
能
性

も
視
野
に

入

れ
検
討
し
た

～

Ｏ

し

問
　

白
神
カ
ル
チ
ャ

ー
ル

ー
ム
の
今
後
の
利
用
に
つ

い
て
は
。

答
　

秋
田
市
の
業
者
か
ら

照
会
が
あ
っ
た
が
、
改
修

等
に
費
用
が
掛
か
る
た
め

利
用
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

ｊ

防災無線の放送の様子

･ ・

問
　

御
所
の
台
野
球
場
に

つ
い
て
は
今
後
ど
う
い
う

方
針
な
の
か
。
使
用
で
き

る
よ
う
に
最
小
限
度
の
手

入
れ
等
は
必
要
な
の
で
は
。

答
　

峰
浜
野
球
場
が
あ
る

た
め
御
所
の
台
野
球
場
に

つ
い
て
は
改
修
等
は
行
わ

ず
グ
ーフ
ウ

ン
ド
の
メ
ン
テ

ナ

ン
ス
等
の
み
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
。
町
の
公

共

施
設
等
総
合
管
理
計
画

で
も
「
小

規
模
修
繕
を
行

利用希望が多い御所の台球場

い
な
が
ら
施
設
を
利
用
し

て
い
く
が
、
将
来
的
に
は

除

却

の

方
向

で
検

討

す

る
。
」

と
な
っ
て
い

る
。

た
だ
し
、
サ
ブ
球
場
と
し

て
の
必
要
性
や
、
利
用
希

望
が
あ
る
た
め
、
グ
ーフ
ウ

ン
ド
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
は
き
ち
ん
と
行
っ
て
い

る
。

八峰町議会だより　 第46号（平成29 年10月25日発行）第46 号（平成29 年10 月25 日発行）八峰町議会だより



ｙ

平成28年一般会計及び特別会計の歳入歳出決算の審査では。議員から様々な意見や要望が

提案され、９月15 日議会終了後、町長に付帯意見としで提出しました。

その付帯意見をご紹介します。

なお、町からの回答については、次号の議会だよりに掲載いたします。
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１

健
全
な
行
財

政
の
運
営
を

平
成
2
8
年
度
決
算
に
お

い
て
は
、
財
政
健
全
化
の

判
断
指
標
で
あ
る

「
実
質

公

債
費
比
率
」
　「
将
来
負

担
比
率
」

と
も
良
好
な
数

値
で
あ

る
が
、
少
子
高
齢

化
が
進
展
す
る
中
多
様
な

住
民
ニ

ー
ズ
に
対
応
し

た

行
政
施
策
を
行
う
た
め
に

は
、
相
当
の
財
源
と
人
材

の
確
保

が
必
要
で
あ
り
、

今
後
普

通
交
付

税
の
算
定

特
例
分
か
段
階
的
に
縮

小

さ
れ
、
厳
し

い
財
政
状
況

が
続
く
こ
と
か
ら
、
よ
り

一
層
の
効
率
的
な
行
財

政

の
運
営
を
。

聡
人の議員が一般質問

定例会２日目の一般質問では５名の議員が町政について質問しました。
--

･--
卜と

２

職
員
数
の
見

直
し
に
つ
い

て

職
員
適
正
化
計
画
に
よ

り
、
５
人
退
職
に
つ
き
１

名
採
用
と
い
う
方
針
に
よ

っ
て
職
員
数
は
確
実
に
減

少
し
た
。
し
か
し
昨
今
の

行
政
事
務
を
み
る
と
、
そ

の
内
容
は
細
分
化
さ
れ
複

雑
に
な
っ
て
き
て
お
り
、

職
員
に
は
更
な
る
専
門
性

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
認
定
こ
ど
も

園
な
ど
の
新
た
な
行
政
二

Ｉ
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の

職
員
の
配
置
も
必
要
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
事
務
量
に
見
合
っ
た

職
員
数
の
検
討
が
必
要
で

は
。

３

給
食
セ
ン
タ

ー
の
改
築
を

進
め
る
こ
と

給
食
施
設
の
経
年
劣
化

に
よ
り
、
給
食
へ
の
安
全

性
が
危
惧
さ
れ
る
。

衛
生
管
理
の
行
き
届
い

た
施
設
に
改
築
す
べ
き
で

は
。

４
。
指
名
業
者
の

指
定
基
準
の

再
考
を

町
内
業
者
の
減
少
に
伴

い
町
外
業
者
の
指
名
機
会

が
増
加
し
て
い

る
。

町
財

政
等
に
寄
与
さ
れ

る
事
業
者
と
な
る
よ
う
な
、

登
録
・
指
名
基
準
の
再
考

を
検
討
を
す
べ
き
。

１

１

も

？

一 一一 一 一自
一 一

一
般
質
問
と
は
？

一
般
質
問
は
、
議
員
個

人
が
町
の
事
務
の
執
行
状

況
や
将
来
に
対
す
る
考
え

方
な
ど
の
報
告
や
説
明
を

町
長
な
ど
に
求
め
、
町
政

執
行
に
お
け
る
所
見
や
疑

義
に
つ
い
て
質
問
で
き
る

も
の
で
す
。

本
町
で
は
、
効
率
的
な

議
会
運
営
の
た
め
質
問
す

る
議
員
が
あ
ら
か
じ
め
議

長
に
質
問
の
趣
旨
な
ぞ
を

知
ら
せ
る
「
通
告
制
に
と

し
、
議
員
は
そ
の
内
容
に

添
っ
て
質
問
し
ま
す
。

質
問
時
間
は
Ｉ
人
に
つ

き
質
問
答
弁
を
含
め
5
5分

以
内
で
完
了
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。
再
質
問

か
ら
は
、
一
問
一
答
方
式

が
採
用
さ
れ
て
お
り
時
間

内
で
あ
れ
ば
何
度
で
も
再

質
問
が
で
き
ま
す
。

より安全で衛生的な給食センターへの改築を
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町
長

経
営
成
績
を
的
確

柴
田

町
で
は
簡
易

水
道
事
業
、

下
水
道
事
業
に
平
成
3
2年

４
月
か
ら

‐
1公
営
企
業
会

計
］
の
適
用
を
目
指
し
て

準
備
作
業
を
進
め
て
い
る

が
、
こ
の
法
を
適
用
す
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

今
後
の
使
用
料
の
上
げ

幅
を
少
し
で
も
低
く
抑
え

る
た
め
に
も
。
下
水
道
事

業
加
人
者
を
増
や
す
対
策

を
。町

長

法
適
用
に
よ

り
公
営
企
業

会
計
に
移
行
す
る
こ
と
で
、

経
営
成
績
や
財
政
状
況
な

ど
白
ら
の
経
営
状
況
が
よ

り
的
確
に
把
捉
で
き
る
。

公
営
企
業
会
計
へ
移
行
す

る
た
め
の
関
連
経
費
に
つ

い
て
は
、
平
成
2
7年
度
か

ら
平
成
3
1年
度
ま
で
の
集

中
取
り
組
み
期
間
に
限
り

公
営
企
業
債
の
対
象
と
す

る
処
置
が
さ
れ
、
簡
易
水

道
事
業
及
び
ド
水
道
事
業

山
本

隣
の
土
地
の

雑
草
が
茂
つ

て
蚊
や
虫
な
ど
が
発
生
し
、

困
っ
て
い
る
町
民
が
多
く

い
る
。
相
談
窓
口
は
何
課

か

。敷
地
内
に
牛
え
る
雑
草

を
除
去
せ
ず
放
置
し
て
お

く
と
、
景
観
が
悪
く
な
る

だ
け
で
な
く
、
蚊
な
ど
の

虫
が
大
量
発
生
し
や
す
く

な
り
、
近
隣
住
民
の
方
に

人
変
な
迷
惑
が
か
か
る
。

建
物
を
取
り
囲
む
よ
う
に

雑
草
が
生
長
す
る
と
、
外

か
ら
の
見
通
し
が
悪
く
な

り
不
審
者
が
侵
入
し
て
も

発
見
さ
れ
に
く
く
、
野
良

＠ ○ ○ ○

｜

町長 全国の対策事例を参考に

進め方を研究する

に
把
握
す
る
た
め

に
お
い
て
、
元
利
償
還
金

に
対
す
る
普
通
交
付
税
措

置
も
講
じ
る
こ
と
か
ら
、

簡
易
水
道
事
業
の
法
適
用

に
向
け
て
、
平
成
池一
年
度

に
「
地
方
公
営
企
業
法
適

用
基
本
計
画
」
を
作
成
し
、

今
年
度
は
「
固
定
資
産
調

査
等
業
務
」
を
委
託
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

下
水
道
加
入
者
を
増
や

す
対
策
に
つ
い
て
は
各
自

治
休
が
頭
を
痛
め
て
い
る

深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
町

で
は
対
策
の
一
環
と
し
て
、

今
年
度
か
ら
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
支
援
事
業
に
よ
り
、

排
水
設
備
及
び
雑
排
水
の

接
続
工
事
を
行
い
、
新
規

加
入
者
に
対
し
1
0万
円
の

補
助
金
を
交
付
す
る
施
策

を
講
じ
て
い
る
。

ま
た
、
啓
発
活
動
と
し

て
、
広
報
は
っ
。ぼ
う
６
月

号
か
ら
連
載
で
下
水
道
に

関
す
る
特
集
を
掲
載
し
て

い
る
ほ
か
、
今
月
か
ら
は

猫
や
ア
ナ
グ
マ
の
棲
家
な

ど
周
辺
の
治
安
・
環
境
を

悪
化
さ
せ
る
原
因
の
一
つ

と
な
る
。

不
在
所
有
者
の
適
切
な

管
理
を
促
す
た
め
に
罰
則

の
条
文
を
制
定
す
る
べ
き

で
は
。

町
長

空
き
地
等
の

雑
草
に
つ
い

て
は
総
務
課
で
対
応
す

る

が
。
原
則
と
し
て
管
理
す

る
人

が
当
然
や

る
べ
き
こ

と
。
町
が
勝
手
に
手
を
付

け

る
こ
と
は
問
題

が
あ
り
、

管
理
者
に
連
絡
を
し
て
や

っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。

や
ら
な
い
場
合
は
手
段
を

講
じ
な
が
ら
、
１

回
だ
け

で

な
く
何
度
も
連
絡
す

る

下
水
道
接
続
工
事
実
施
中

の
の
ぼ
り
旗
を
施
工
業
者

に
貸
与
し
、
近
隣
住
家
へ

町
長

将
来
的

柴
田

加
入
を
促
す
目
的
で
工
事

期
間
中
現
地
に
掲
げ
て
い

る
。

j

i. ‾

C

3
1
＿
｡

に
は
町
営
化
か
望
ま
し
い

町
村
合
併
後
、

石
川
簡
易
水

道
の
町
営
化
に
向
け
石
川

自
治
会
と
協
議
を
行
っ
た

の
か
。

な
ど
勧
告
す

る
。
最
後
に

は
代

執
行

ま
で
行

う
こ
と

に
な
る
。

当
町
だ
け
で
は

な
く
全

国
各
地
で
悩
み
は
同
じ
で
、

手
立

て
を
講
じ
な
が
ら
進

め
国
の
事
例
を
参
考
し

な

が
ら
進
め
方
を
研
究
し
て

い
き
た
い
。

山
本

町
と
自
治
会

等
の
協
定
で

雑
草
を
刈
る
と
い
う
取
組

み
も
必
要
で
は
な
い
か
。

地
域
の
中

で

Ｉ

』

。
　
　

事
情
を
知
っ

て
い
る
人
が
手
伝
い
、
解

消
す
る
方
法
も
あ
る
。

山本　優人 議員

町
長

町
村
合
併
時

の
引
継
ぎ
事

項
に
も
な
か
っ
た
た
め
、

こ
れ
ま
で
協
議
は
行
っ
て

い
な
い
。

い
ゝ. ’

石川地区簡易水道の水源

方法を考え企画する町長 多角的に

今
後
、
こ
の
質
問
を
受

け
て
調
査
し
た
内
容
等
を

精
査
し
て
方
向
を
決
め
て

い
き
た
い
。

水
道
事
業
は
住
民
生
活

に
と
っ
て
最
も
重
要
で
密

着
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
で

あ
る
。
全
町
民
が
等
し
く

安
全
安
心
な
水
道
水
の
供

給
を
受
け
る
た
め
に
は
、

一
元
管
理
さ
れ
た
同
一
水

準
の
水
質
を
確
保
し
た
う

え
で
、
安
定
供
給
さ
れ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え

る
。
将
来
的
に
は
公
営
化

し
て
一
本
化
す
る
方
向
で

考
え
て
い
る
。

管理 されて いな い 空き 地

●.4

山
本

八
峰
町
の
名

産
物
と
言
え

る
、
お
勧
め
で
き
る
料
理

や
商
品
が
少
な
い
。
滞
在

で
き
る
施
設
が
少
な
い
町

は
せ
め
て
流
入
人
口
を
増

や
す
た
め
、
道
の
駅
な
ど

で
手
軽
に
食
べ
ら
れ
、
安

い
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
等

の
Ｂ
級
グ
ル
メ
の
開
発
、

創
造
が
必
要
と
考
え
る
。

そ
の
た
め
に
、
有
名
な

料
理
人
あ
る
い
は
パ
テ
シ

エ
に
開
発
・
監
修
を
依
頼

し
て
ホ
テ
ル
や
道
の
駅
な

ど
で
名
物
料
理
、
ス
ィ
ー

ツ
な
ど
提
供
す
る
取
り
組

み
も
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長

柴田　正高 議員

一
つ
の
も
の

を
作
る
た
め

に
は
相
当
の
時
間
、
労
力
、

お
金
。
企
画
な
ど
様

々
練

り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
今
日
考
え
て

す
ぐ
に
明
口
で
き
る
よ
う

な
も
の
で
は
な
い
。

田
子
の
に
ん
に
く
や
深

浦

の
マ
ク

ロ
ス
テ
ー
キ
丼

な
ど
、
料
理
人
で
は
な
く

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
人
も

い

る
。
取
り
組
ん
で
い
る

業
者
か
ら
ア
イ
デ
ィ
ア
が

出
て
商
品
と
し

て
ヒ
ッ
ト

す

る
も
の
も
あ
る
。
多
角

的
に
方
法
を
考
え
企
画
し

て
い
き
た
い
。
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町
長

自
治
会
と
の
連
携
に
努
め
る

皆
川

人
口
減
少
が

始
ま
り
、
そ

の
対
策
に
取
り
組
み
、
多

く
の
年
月
を
費
や
し
国
・

県
を
は
じ
め
町
に
お
い
て

も
移
住
定
住
対
策
・
空
き

家
対
策
・
子
供
を
生
み
育

て
や
す
い
環
境
の
整
備
や
、

笠
原

五
能
線
の
上

り
始
発
列
車

は
、
八
峰
町
内
通
過

が
高

校
に
通
う
学
生
に
と
っ
て

は
早
す
ぎ
る
た
め
、
保
護

者
が
送
っ
て
い
く
ケ
ー
ス

が
多
く
大
変
な
負
担
と
な

っ
て
い
る
。
ダ
イ
ヤ
改
正

の
度
に
早
く
な
り
、
1
5
年

前
と
比
較
す

る
と
2
0分
余

り
日
に
く
な
っ
て
い

る
。
五

能
線
を
利
用
し

通
学
す

る

学
生
は
深
浦
町
に
も
お
り
、

保
護
者
や
学
生
も
大
変
苦

労
し
て
い
る
。
深
浦
町
と

連
携
を
図
り
、
通
学
時
間

に
合
わ
せ
た
ダ
イ
ヤ
改
正

の
要
望
を
。

町長 現状の利用者数では

要望は難しい

若
者
の
結
婚
対
策
な
ど
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
決
め
手
が
無
い
ま
ま

推
移
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
、
自
治
会
や
集
落
ま

た
は
町
内
会
に
も
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
の
し
か
か

っ
て
お
り
、
地
域
で
の
白(水沢 郷 中大 運動 会)地域のつながりを強化

町
長

町
か
ら
登
校

す
る
高
校
生

は
、
奥
羽
本
線
を
利
用
す

る
高
校
生
に
比

べ
る
と
早

い
時
間
に
到
着
す

る
が
、

そ
の
分
学
習
や
部
活
動
の

自

主
練
習

に
時
間
を
あ
て

る
こ
と
に

も
な

る
。

以
前
は
７
時
台
の
岩
館

発

の
列
車
も
あ
っ
た
が
、

利

用
者
数
の
減
少
に
よ
り

廃
止
さ
れ
た
経
緯

が
あ
る
。

現
在
ダ
イ
ヤ
改
正
の
要
望

は
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
が
、

改
善
要
望

が
多
数
寄
せ
ら

れ
た
場
合
は
Ｊ
Ｒ

に
要
望

し
て
い
く
。

笠
原

公
共
交
通
機

関
が
不
足
し

て
い

る
当
町
に
と
っ
て
、

助
努
力
に
よ
る
活
動
に
限

界
が
見
え
て
き
て
い

る
。

現
状
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え

て
い

る
の
か
。自

治
会
が
担

圃

扁
　

⊇

馴

レ

治
活

動
も
多
様
化
し
、
孤

独
死

の
防
止
や
認
知
症
住

民
の
見
守
り
、
児
童
生
徒

の
見
守
り
、
空
き
家
空
き

地
の
管
理
な
ど
新
た
な
課

題

が
生
ま
れ
て
お
り
、
医

療

・

介

護

・

教

育

・

交

通
・
災
害
対
応
等
の
各
分

野
に
お
い
て
役
割
を
増
大

さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
今
後
も

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ

り
、
自
治
会
活
動
に
支
障

が
で
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。
直
面
す

る
様
々
な
課

題
の
解
決
策
を
共
に
探
り

つ
つ
、
課
題
解
決
に
向
け

た
施
策
を
立
案
実
行
す

る

な
ど

、
自
治
会
へ
の
支
援

に
努
め
て
い

く
。

皆
川

急
を
要
す
る

場
合
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
ま
だ
し
っ
か

り
と
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。

思
い
切
っ
た
、
自
治
会
と

行
政
と
で
の
あ
ら

ゆ
る
面

そ
の
解
消
が
大
き
な
課
題

で
あ
る
。
「
リ
ゾ
ー
ト
し

ら
か
み
」

が
周
辺
人
口
の

多
い
沢
目
駅
に
停
車
す
る

よ
う
要
望
を
。
自
由
席
車

両
を
加
え
る
こ
と
で
、
住

民
の
足
と
し
て
使
え
る
列

他
と
な
る
。

町
長

「
リ

ゾ

ー

ト

し

ら

か

み

」

は
観
光
列
車
と
し
て
運
行

さ
れ
て
お
り
、
観
光
客
の

停
胆
を
求
め
る
需
要
が
多

い
か
、
乗
降
客
数
の
実
績

な
ど
に
よ
り
停
車
駅
に
な

る
か
が
決
ま
っ
て
く
る
。

現
状
か
ら
、
沢
目
駅
の
利

川
者
数
は
多
く
を
望
め
ず

要
望
は
難
し
い
も
の
と
考

え
る
。

笠原　吉範 議員

を
想
像
し

た
強
力
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
確
立
す

べ
き

で
は
。
日
曜
・
祭
日
で
あ

れ
ば
若
い
人
や
家
族

も
家

令
近
く
に
い
て
安
心
だ
し
、

消
防
団
や
民
生
委
員
、
役

員
も
い

る
が
、
不
在
時
の

場
合
は
頼
む
と
こ
ろ
は
ど

う
し
て
も
行
政
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。有

事
の
際
は

｀
冒

』
　

割

引

賢
一

通
し
て
連
絡
し
て
い
る
。

職
員
は
職
員
と
し
て
各
地

域
別
に
担
当
を
決
め
て
い

る
た
め
そ
こ
の
連
携
を
う

ま
く
と
れ
ば
対
応
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。
地
域
の

自
治
会
の
中
で
体
制
を
作

っ
て
い
く
こ
と
が
基
本
だ

が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
や

っ
た
ら
い
い
の
か
検
討
す

る
。

町長 既存事業で対応していく

悶

―

は

昌
（

の
不
自
由
な

方
の
世
帯
に
と
っ
て
は
、

除
雪
車
通
過
後
の
敷
地
前

や
敷
地
内
の
除
雪
は
大
き

な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

自
治
会
な
ど
と
連
携
を
図

り
、
こ
れ
ら
の
世
帯
の
除

雪
に
対
応
で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。現

在
町
で
は
、

ｌ

ｌ

。
　
　

高
齢
者
世
帯

等
の
除
雪
作
業
を
支
援
す

る
事
業
と
し
て
二
つ
の
事

業
が
あ
る
。

一
つ
は
「
軽
度
生
活
援

助
事
業
」
で
あ
り
、
シ
ル

Ｆ

１
●

ｔ

ｌ
ｙ

Ｆ
ｔ
Ｊ

１

・

‾
　
　

‘
’Ｓ

１

１

ユ

ー

･.4

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

が
作
業
に
あ
た
っ
て
い

る
。

も
う
一
つ
は

「
八
峰
町
地

域
支
え
合
い
事
業
」
で
除

雪
機
を
貸
し

出
す
事
業
で

あ
る
。
当
面
は
、
こ
の
二

つ
の
事
業
を
推
進
し
対
応

し
て
い
く
。

皆川　鉄也 議員
バ峰町諸 会だより　 第46号（平成29 年10月25日発行）
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●工事請負契約の締結（２件）

①八峰町未来づくり交付金事業　培養棟建設工

事

契約金額　　　１億4205 万2400 円

契約の相手方　前田工繊株式会社（福井県）

②八峰町未来づくり交付金事業　培養棟・倉庫

棟建設工事

契約金額　　　　　6523 万2000 円

契約の相手方　　　株式会社亜久里コネクト

農土歌（秋田市）

-

次の定例会は、

- -

●平成29 年度八峰町一般会計補正予算（第２

号）

135 万４千円を追加補正

歳出の主なもの～　秋田県消防競技大会派遣

費の追加

観 鎚 冴
一 一 一

IZ 月中句に開 会予定･ひす

／

傍聴の手続きは簡単目　　　　　　　　　　　　 ｜

傍聴席の入り口で､名前と連絡先を書くだけです。｜

団体でいらっしゃる場合は議会事務局までご連絡 ｜

ください｡(電話76 －4607)

弩
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匹

牡
Ｅ

山
歩
き
の
た

め
の
ト
レ
イ

ル
に
す
る
に

は
整
備
に
費

川
も
必
要
と

な
る
。
ナ
ラ

の
資
源
量
調

町有地石黒

か

。

と
、
町
営
診
療
所
の
常
勤

医
師
に
つ
い
て
は
現
在
公

募
し
て
い
る
が
、
そ
の
反

応
は
。
ま
た
、
ト
ッ
プ
セ

ー
ル
ス
で
は
何
を
さ
れ
た

件
の
問
い
合
わ
せ

が
あ
っ

た
。
町
内
の
農
家
か
ら
野

菜
の
加
工
場
や
事
務
所
・

作
業
場
と
し
て
の
活
用
の

問
い
合
わ
せ
も
あ
っ
た
が
。

い
ず
れ
も
ま
だ
具
体
的
な

嶋
津

旧
塙
川
小
学

校
の
利
活
用

町

長

－
　
　
　

－

校
舎
利
用
に

つ
い
て
は
１

と
し
て
整
備
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。
ま
た
、

と
か
ら
頑
張
っ
て
推
進
し

た
い
。

こ
と
か
ら

町
長

町
民
か
ら
の

要
望
も
な
い

「
町
民
の
森
」

資

源

循

環

に

Ｉ

』

。－
　
　

つ

な

が

る

こ

町

長

問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
も
の
の

具
体
化
は
し
て
い
な
い

1 ゛

イ
ア
団
体
が
ド
刈
り
や
間

伐
を
手
が
け

る
町
有
地
石

黒

の
雑
木
の
森
を
、
町
民

の
活
動
や
環
境
教
育
、
或

い
は
白
爆
の
林
道
と
結
ん

で

ト

レ

イ
ル

が
で

き

る

「
町
民
の
森
」
と
し
て
活

用
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

あ
き
た
未
来
づ

く
り
交
付

金
事
業
で
ナ
ラ
の
資
源
調

査
は
実
施
し
た
の
か

。

材
料
と
し
て
山
の
資
源
を

使
っ
て
循
環
産
業
ま
で
持

っ
て
行
っ
て
は
ど
う
か
。

l。 響3ご 。
やll囃ig111TI

害11

旧塙 川小 学 校

嶋
津

将
来
、
菌
床

し
い
た
け
の

一一
　

’`
　

平

成
2
7
年

か

｀

Ｈ

｀

い

討

琵

業
と
し
て
町
が
森
林
組
合

に
委
託
し
て
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
、
資
源
量
は
十

分
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
今
後
は
、
県
が
中
心

と
な
っ
て
広
葉
樹
搬
出
の

た
め
の
路
網
整
備
や
活
用

方
法
な
ど
を
検
討
す
る
。

不
足
で
あ
っ
た
が
、
渇
水

対
策
調
整
会
議
で
話
題
と

し
た
の
か
。
違
法
な
漁
法

禁
止
の
看
板
の
設
置
を
す

る
こ
と
に
し
て
い
た
が
設

置
は
。

か
ん
が
い
用
水
の
放
流
は

ダ
ム
が
行
っ
た
が
、
魚
の

生
息
に
影
響
が
出
る
ほ
ど

の
水
不
足
で
は
な
か
っ
た

と
思
っ
て
い
る
。
看
板
に

つ
い
て
は
今
秋
設
置
で
準

備
を
し
て
い
る
。

動
き
は
な
い
。
ま
た
、
常

勤
医
師
は
確
保
に
は
至
っ

て
お
ら
ず
、
医
師
会
へ
の

要
望
を
続
け
て
い
く
。

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
と
し

て
は
、
生
薬
会
社
へ
の
働

き
か
け
や
北
海
道
の
日
本

語
学
校
の
視
察
等
を
行
っ

た
。

八雌町請会だより

嶋
津

今
年
も
水
沢

川
の
水
量
は

町
長

会
議
で
要
望

は
伝
え
た
。

＠○○＠ 、

町
長

路
網
整
備
や
活
川
方
法
を
検
討
す
る

町
長

魚
の
生
息
に
影
響
は
な
い

嶋津　宣美 議員
第46号（平成29年qO 月25日発行）
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